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13 佃拓磨 13 新界柊斗

11 齊藤駿弥 11 西川巧望

12 大塚翔真 12 楠原無量

9 永井知輝 9 大西航平
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4 源悠太郎 4 上野山貴也
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名

1 GK 菅原基 1 GK 濵中裕太

【戦評】

　第７０回国民体育大会ホッケー競技、平成２７年１０月１日13:30より、第3試合和歌山県対北海道の試合がマツゲンスポーツグラ
ウンドにて行われた。立ち上がりは両チームとも華麗なドリブルやパスワークを駆使して、お互いにボールを奪い合い激しい攻防を
繰り広げるが、決定的なチャンスはないまま、試合が展開していく。その後は、和歌山県に流れが傾き、前半２４分にはＰＣを獲得
し、リバウンドを＃７坂本選手がしっかりと押し込み、１‐０となった。試合の流れは本格的に和歌山県に傾き、前半３４分には＃
１１西川選手が強烈なストロークをゴールに叩き込み、２点差とし、前半を終えた。
　後半も和歌山県ペースで試合は進み、和歌山県は何度も得点を狙いにいくが、北海道はＤＦとキーパーの好セーブにより、なんと
か失点を抑えた。しかし、後半１２分、和歌山県の＃９大西選手がリーバスヒットで華麗にシュートを決め、３点差となり、そし
て、後半２０分には、和歌山県＃１３新界選手がストロークで得点を決め、４点差となり、和歌山県の勝利を裏付ける決定打となっ
た。その後も和歌山県は激しい攻撃を見せ、北海道はＤＦ陣とＧＫで何とか抑えるが、後半３４分に和歌山県＃２東選手が得点を決
め、スコアは５‐０となり、試合を終えた。
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